
瓦
葺
き
門
を
く
ぐ
る
と
、
木
々
に
遮

ら
れ
た
優
し
い
日
差
し
の
中
に
茅
葺
屋

根
の
ど
っ
し
り
と
し
た
佇
ま
い
が
目
に
飛

び
込
ん
で
く
る
。
玄
関
口
に
何
気
な
く

飾
ら
れ
た
季
節
の
花
々
も
美
し
い
。
武

相
荘
は
戦
後
、
連
合
国
軍
占
領
下
の

日
本
で
G
H
Q
と
の
折
衝
の
矢
面
に
立

ち
、『
従
順
な
ら
ざ
る
唯
一
の
日
本
人
』

と
異
名
を
取
っ
た
白
洲
次
郎
と
、
随
筆

家
で
あ
る
妻
正
子
の
邸
宅
で
あ
る
。
武

蔵
と
相
模
の
ち
ょ
う
ど
境
に
あ
る
立
地

を
自
身
の〝
無
愛
想
〞に
か
け
て
自
ら
が

命
名
し
た
も
の
だ
。

1
9
0
2
年
、
兵
庫
県
武
庫
郡
精

道
村
（
現
・
芦
屋
市
）
生
ま
れ
の
次
郎

は
17
歳
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
留
学

し
、
26
歳
ま
で
イ
ギ
リ
ス
で
過
ご
す
。

帰
国
し
て
英
字
新
聞
の
記
者
や
貿
易

関
係
の
仕
事
に
就
く
が
、
日
本
の
敗
戦

と
そ
の
後
の
食
糧
難
を
予
想
し
38
歳
の

若
さ
で
突
如
仕
事
を
辞
め
、
1
9
4
3

年
に
こ
の
地
へ
移
住
し
た
。
農
業
に
勤
し

む
日
々
を
送
っ
て
い
た
戦
争
末
期
に
は

召
集
令
状
も
届
い
た
が
、
東
部
軍
参
謀

長
で
あ
る
辰
巳
栄
一
に
頼
み
込
ん
で
召

集
を
逃
れ
た
と
い
う
。

終
戦
直
後
、
外
務
大
臣
と
な
っ
た
吉

田
茂
の
要
請
で
終
戦
連
絡
事
務
局
参

与
と
な
り
、
堪
能
な
英
語
を
駆
使
し

G
H
Q
と
の
折
衝
役
と
な
っ
た
。
そ
の

特
集
◎

2

後
、
吉
田
内
閣
が
発
足
す
る
と
貿
易

庁
長
官
と
な
り
、
1
9
5
1
年
9
月
に

は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
調
印

式
へ
同
行
。
外
務
省
が
用
意
し
た
美
辞

麗
句
ば
か
り
が
並
ん
だ
英
文
の
受
諾

演
説
原
稿
に
激
怒
し
、
自
ら
演
説
文

を
日
本
語
で
書
き
換
え
た
の
は
有
名

な
話
だ
。

茅
葺
の
母
屋
を
は
じ
め
、
ガ
レ
ー
ジ
、

裏
の
竹
林
な
ど
が
当
時
に
近
い
状
態
で

綺
麗
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
母
屋
に
は

多
く
の
随
筆
を
書
き
上
げ
た
正
子
の

書
斎
や
好
ん
で
使
っ
た
食
器
、
着
物
の

他
、
有
名
な
次
郎
の
遺
書
、
大
量
の

蔵
書
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
二
人
の
生

活
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

2
0
0
1
年
に
記
念
館
と
し
て
オ
ー
プ

ン
以
来
、
遠
く
か
ら
も
大
勢
の
人
が

訪
れ
、
昨
年
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。

終
戦
70
年
を
迎
え
た
今
年
、
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
な
か
、
戦
後
処
理

の
為
に
奔
走
し
た
白
洲
次
郎
に
思
い
を

馳
せ
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

M AC H I DA  S U M M E R  S P E C I A L  II

B UA I S O

町
田
の

夏
1. 知人宅から移築された瓦葺き門から続く石
畳の先に母屋の入口がある　2. 琵琶湖の茅を
使って京都・美山の職人が葺いた見事な茅葺屋
根の母屋　3. 二人の当時生活が偲ばれる土間
4. 母屋の廊下で撮影された二人　5. 妻正子が
筆を走らせた書斎

1

企
画
展  「
武
相
荘
の
夏
」

〜
8
月
23
日（
日
）

月
曜
定
休

　※

祝
日
は
開
館

旧白洲邸・武相荘（きゅうしらすてい・ぶあいそう）　町田市能ヶ谷7-3-2　042-735-5732　10時～17時（入館は16時半まで）　入館料1,050円　http://buaiso.com/
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